

































































































































   類別血P増加率分時圧量増加率
   AI.類15倍以上2.0倍以上
   A∬類1.5倍以上2.0～1.5
   B類!.5倍未満外.5倍以上
   e類t5倍未満」.5倍未満一
  D類C類に無呼・吸発作を伴なうもの
 この判定基準で検査成績を表わして見ると成熟児は殆んどA1～AL未熟児ではB～e類が多く,
 2Kg未満児ではAI・A丑を示すものは全然なかった。
 この方法は従来のマスクやプレテスモグラ7イーを用いた方法がもつ児の安静を保てないという
 欠点が晦かれ、数回の検査も可能であ鉱従ってこれにより中枢性呼吸随害の予後を知ることを可
 能と豪しプヒ受、ので充分学位授1与に1価するものと判定したn
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